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教
員

に
よ

る
自

己
評

価
レ

ポ
ー

ト
（

学
部

）
 

(1
)

各
授

業
科

目
に

対
す

る
自

己
評

価

科
目
名
 

１
－
(
1
)
集
計
結
果
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
た
か
 

1
-
(
2
)
授
業
の
改
善
の
た
め
の
課
題
・
方
策
 

地
誌

学
概
説
 

 
「

学
生
に

よ
る
授
業
評
価
ア
ン
ケ
ー
ト
」
集
計
結
果
を
，
ど
の
よ
う
に

受
け

止
め
た

か
に
つ
い
て
「
地
誌
学
概
説
」
は
，
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果

で
は

問
9
を

除
い
て
す
べ
て
学
内
平
均
以
上
で
あ
り
，
問

1
を
除
い
て
い

ず
れ
も
平
均

4.
1
以
上
で
あ
っ
た
。
問

9
の
難
易
度
に
つ
い
て
も
学
内
平

均
4
.
2
に
対
し
て
，
当
該
授
業
科
目
は
平
均

4.
1
と
大
差
な
い
た
め
，
受

講
者

に
と
っ

て
有
意
義
な
授
業
で
あ
っ
た
と
受
け
止
め
て
い
る
。
「
地
誌

学
概

説
」
は
，
中
学
校
社
会
お
よ
び
高
等
学
校
地
歴
の
免
許
取
得
に
必
修

の
科

目
で
あ

る
た
め
，
受
講
者
も
学
部
生
と
大
学
院
生
合
わ
せ
て

44
名

と
や

や
多
く

，
相

互
の
意
見
交
換
や
直
接
討
論
は
難
し
い
。
そ
こ
で
，
今

年
度

は
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ー
ト
を
用
い
，
毎
回
の
講
義
後
に
講
義

内
容

に
対
す

る
質
問
や
コ
メ
ン
ト
を
受
講
者
が
書
く
時
間
を
設
け
た
。
コ

ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
シ
ー
ト
は
そ
の
日
の
う
ち
に
目
を
通
し
，
一
人
一
人

に
コ

メ
ン
ト

を
記
述
し
て
翌
週
に
返
却
す
る
こ
と
を
繰
り
返
し
た
。
こ
れ

に
よ

り
受
講

者
の
理
解
度
を
把
握
し
，
翌
週
以
降
の
授
業
内
容
を
調
整
す

る
と

と
も
に

，
全

体
の
理
解
の
進
度
を
保
つ
よ
う
に
し
た
。
ま
た
，
授
業

内
容

に
か
か

わ
る
質
問
，
意
見
や
，
発
展
的
な
内
容
に
つ
な
が
る
よ
う
な

コ
メ

ン
ト
に

つ
い
て
は
，
翌
週
の
授
業
の
冒
頭
で
紹
介
し
，
そ
れ
ら
に
応

え
る

こ
と
で

受
講
者
全
体
の
理
解
を
深
め
る
よ
う
努
め
た
。

 
最
も
評
価
が
低
か
っ
た
の
は
，
問

1
の

3
.
8
で
あ
り
，
受
講
前
に
シ
ラ

バ
ス
を
確
認
し
て
い
な
い
受
講
者
が

29
.4
％
い
た
。
こ
れ
は
，
「

地
誌

学

概
説
」
が

中
学
校

社
会

お
よ

び
高

等
学

校
地

歴
の

免
許

に
必

修
科

目
と

し

て
設
定
さ
れ

て
い

る
こ

と
が

要
因

と
考

え
る
。
す

な
わ

ち
当

該
授

業
科

目

は
，
学
生

が
シ
ラ

バ
ス

を
読

ん
で

主
体

的
に

受
講

し
た

の
で

は
な

く
，
免

許
取
得
に
必

要
な

科
目

と
し

て
，
シ
ラ

バ
ス
の
内

容
を

検
討

す
る

こ
と

な

く
受
講
し
た

た
め

と
考

え
ら

れ
る

。
改

善
策
と
し

て
は

，
新
年
度

の
学

部

2
年
生
向

け
ガ
イ

ダ
ン

ス
の

際
や

，
各

学
年

の
ク

ラ
ス

担
当

が
，
受

講
前

に
シ
ラ
バ
ス

を
読

む
よ

う
学

生
に

伝
え

る
こ

と
で

あ
ろ

う
。
 

 
「
地
誌
学

概
説

」
は

，
上

越
教

育
大

学
ス

タ
ン

ダ
ー

ド
の

Ⅳ
－

1
に

設

定
し
て
い
る

。
た

だ
し

，
受

講
者

の
希

望
進

路
は

小
学

校
教

員
，
中

学
校

教
員
，
高

等
学
校

教
員

と
バ

ラ
バ

ラ
で

あ
っ

た
た

め
，
小

学
校
の

教
科

書

内
容
か
ら
高

等
学

校
地

理
の

教
科

書
内

容
，
さ
ら

に
は

そ
の

上
の

レ
ベ

ル

ま
で
の
内
容

を
含

む
講

義
を

行
っ

た
。
自

由
記
述

に
「

テ
ス
ト
が

難
し

か

っ
た
」
と
い

う
回

答
が

あ
っ

た
こ

と
か

ら
，
今
後

は
，
そ
の

日
の

授
業

内

容
が
教
科
書

や
教

育
段

階
に

ど
の

よ
う

に
関

わ
っ

て
い

る
か

を
説

明
し
，

受
講
者
全
体

の
関

心
を

高
め

る
よ

う
に

し
た

い
。

 

韓
国

事
情
 

 
本

授
業
の

課
題

の
一
つ
と
し
て
，
「
教
職
（
教
員
に
な
る
こ
と
を
意
識

し
て

）
」
の

平
均

が
低
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
今
年
度
も
「
韓
国
事
情
」

と
「
教

職
（

教
員
に
な
る
こ
と
を
意
識
し
て
）
」
に
つ
い
て
は
，
可
能
な

限
り

意
識
付

け
る
よ
う
に
努
め
た
。
結
果
，
平
均
は
「
４
．
０
」
で
あ
っ

た
。
初

め
て
，
平
均
が
「
４
．
０
」
を
超
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
「
昨
年

度
は

「
３
．

７
」
，
一
昨
年
度
は
「
３
．
９
」
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
，

今
年

度
は
若

干
改
善
が
図
ら
れ
た
と
考
え
る
。
今
後
に
つ
い
て
は
，
身
近

な
差

別
や
偏

見
と
東
ア
ジ
ア
，
特
に
韓
国
へ
の
ま
な
ざ
し
と
教
職
と
の
関

係
に

つ
い
て

考
え
さ
せ
る
な
ど
の
方
策
を
講
じ
た
い
。
 

平
均
「
４

」
未

満
の

項
目

に
つ

い
て

言
及

す
る

。
 

・
授
業
内
容
の
発
展
「
３
.
５
」

授
業
内
容

に
関

連
す

る
課

題
を

提
示

し
，
授
業

以
外

に
も

学
習

が
継

続

す
る
よ
う
に

努
め

た
が

，
や
や
課

題
が

あ
っ

た
と

推
測

さ
れ

る
。
次

年
度

は
，
学
生

が
主
体

的
に

韓
国

事
情

に
か

か
わ

る
よ

う
な

テ
ー

マ
を

設
定

し

自
主
的
な
学

習
を

促
し

た
い

。
 

・
「
シ
ラ
バ

ス
を

確
認

し
て

い
ま

す
か

」
「

２
．

７
」

１
年
生
前

期
の

科
目

で
あ

り
，
十
分

に
シ
ラ
バ

ス
を

活
用

し
て

な
い

よ

う
に
思
わ
れ

る
。

一
方

で
，

ガ
イ

ダ
ン

ス
の

際
に

シ
ラ

バ
ス

を
提

示
し
，

説
明
を
し
て

い
る

の
で
，
実
質
的

に
は

シ
ラ

バ
ス

の
内

容
は

理
解

し
て

い

る
と
考
え
る

。
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中
等

国
語

科
指

導
法
 （

学

習
論

）
 

 
お

お
む
ね

良
い

結
果
を
得
た
。
授
業
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
、

板
書

の
仕

方
や

資
料

の
活

用
に

工
夫

を
加

え
な

が
ら

今
後

の
改

善
を

図

る
よ

う
に
し

た
い
。
と
く
に
今
回
は
、
項
目
の
６
「
こ
の
授
業
の
教
え
方

や
話

し
方
は

、
わ

か
り
や
す
い
も
の
に
な
っ
て
い
ま
し
た
か
。
」
に
対
し

て
平
均

4
.
9
の
評
価
を
得
て
い
る
。
昨
年
度
ま
で
の
受
講
者
の
意
見
を
踏

ま
え

て
授
業

の
改
善
を
図
っ
た
成
果
が
出
た
も
の
と
判
断
し
た
。
教
科
教

育
を

担
当
す

る
人
間
と
し
て
、
こ
の
項
目
に
つ
い
て
は
常
に
自
己
評
価
を

行
い

、
自
分

自
身
の
「
教
え
方
」
「
説
明
の
仕
方
、
プ
レ
ゼ
ン
の
仕
方
」

な
ど

に
つ
い

て
さ
ら
な
る
修
養
と
改
善
を
図
り
た
い
。
 

 
受
講
者
の

知
的

好
奇

心
を

把
握

す
る

こ
と

を
中

軸
と

し
て

、
「

国
語

科

授
業
を
組
織

す
る

上
で

の
新

し
い

知
識

、
手

法
、
技

能
な
ど

」
の

修
得

を

ね
ら
い
と
し

た
授

業
づ

く
り

を
目

指
す

。
ま
た
、
上

越
教

育
大
学

ス
タ

ン

ダ
ー
ド
の
内

容
を

踏
ま

え
る

と
、
と

く
に

、
教
員

と
し

て
求

め
ら

れ
る

教

科
（
国
語
科
）
の

指
導

力
に

関
す

る
内

容
を

重
視

す
る

必
要

が
あ

る
と

考

え
ら
れ
る
。
教
材

研
究

は
も

と
よ

り
、
教

材
そ
の

も
の

の
理

解
や

効
果

的

な
学

習
活

動
の

組
織

化
な

ど
、

国
語

科
の

教
員

と
し

て
求

め
ら

れ
る

基

礎
・
基
本
的
な
能

力
、
指

導
力
の

育
成

を
ね

ら
っ

た
授

業
を

構
成

で
き

る

よ
う
に
今
後

も
改

善
を

図
っ

て
い

く
。
 

教
職

実
践
演

習
（

幼
・
 小

・

中
・

高
）
 

 
概

ね
，

ど
の

ア
ン

ケ
ー

ト
項

目
に

つ
い

て
も

高
い

評
価

結
果

で
あ

っ

た
。
本

年
度
よ
り
必
修
科
目
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
，
評
価
結
果
が
ど
の
よ

う
に

な
る
か

不
安
で
あ
っ
た
が
，
5
年
以
上
の
試
行
を
行
う
中
で
，
授
業

内
容

な
ど
に

つ
い
て
十
分
に
議
論
し
，
改
善
を
行
っ
て
き
た
こ
と
が
，
こ

の
よ

う
な
結

果
に
な
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
授
業
内
容
が
盛
り
だ
く
さ
ん

で
，
ど

う
し
て
も
授
業
時
間
が
伸
び
て
し
ま
う
場
合
が
あ
っ
た
の
で
，
授

業
時

間
に
つ

い
て
は
厳
守
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。
 

シ
ラ
バ
ス

の
確

認
，

授
業

中
以

外
で

の
努

力
の

項
目

が
低

か
っ

た
。

平
成

26
年
度

は
，

授
業

テ
キ

ス
ト

を
冊

子
に

し
て

配
布

す
る

こ
と

に

し
た
。
こ

の
こ
と

に
よ

り
，
学
生

は
毎

時
間

の
授

業
内

容
が

確
認

で
き

る

と
と
も
に
，
教
師

は
次

時
の

内
容

に
つ

い
て

予
習

を
指

示
す

る
こ

と
が

で

き
る
。
 

 
毎
時
間
の

授
業

内
容

は
，
上
越

教
育

大
学

ス
タ

ン
ダ

ー
ド

を
も

と
に

作

成
し
て
お
り

，
学

生
が

自
己

評
価

す
る

評
価

規
準

も
決

め
ら

れ
て

い
る
。
 

 
今
後
は
，
教
育

現
場

の
ニ

ー
ズ

を
適

切
に

把
握

し
な

が
ら

，
上

越
教

育

大
学

ス
タ

ン
ダ

ー
ド

と
の

関
連

を
図

っ
た

授
業

内
容

の
見

直
し

を
行

っ

て
い
き
た
い

。
 

進
路

指
導
・

キ
ャ

リ
ア
 

教
育

論
 

 
本
授
業
は
、
受
講
者

2
9
0
人
の
受
講
者
数
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
の
項
目

も
高

い
平
均

点
を
得
て
い
る
。
 

 
毎

年
授
業

改
善

を
心
掛
け
て
き
た
成
果
が
出
て
き
た
よ
う
に
感
じ
ら
 

れ
る

。
 

○
2
9
0
人
の
学
生
が
、
興
味
関
心
を
持
っ
て
授
業
に
参
加
す
る
た
め
の
工

夫
と
し
て
、

リ
ア

ク
シ

ョ
ン

ペ
ー

パ
ー

の
フ

ィ
ー

ド
バ

ッ
ク

資
料

配
付

○
進
路
指
導
・
キ

ャ
リ

ア
教

育
基

礎
的

知
識

が
得

ら
れ

る
た

め
の

資
料

の

適
切
な
提
示

の
工

夫
と

し
て
、
ス

ラ
イ

ド
資

料
配

付
と

補
助

資
料

の
配

付

○
受

講
生

が
多

く
て

も
議

論
が

で
き

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
能

力
が

高

ま
る

課
題

の
提

示
 

課
題

と
し

た
議

論
か

ら
キ

ャ
リ

ア
教

育
の

基
礎

理

論
に
繋
げ
る

授
業

展
開

の
工

夫

○
一
人
一
人

の
学

生
の

授
業

態
度

に
関

心
を

払
う

以
上
の
点

に
つ

い
て

努
め

て
き

ま
し

た
。
今
後

の
課

題
と

し
て

は
、
興

味
関
心
、
知
識
の

習
得

だ
け

で
は

な
く

、
実
践
に

つ
い

て
の

理
解

が
で

き

る
内
容
の
工

夫
に

取
り

組
み

た
い

。
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実習区分 学年 単位 実習校 事前指導 事後指導

柏崎市立中学
校

６月１０日（水）
　　 ３・４限

　講３０１
※ 学部・免Ｐ

を合わせて
指導する。

６月２４日（水）
　　　 ３限
　　　 講堂
※ 学部・免Ｐ

を合わせて
指導する。

上越市立幼・保
育園・上越市内
私立幼稚園・妙
高市立幼稚園
（こども園）

上越市立小規
模小学校

観察実習
５月２２日（金）～６月１日（月）の内５日
間　配属実習校により異なる

本実習
８月３１日（月）～９月２５日（金）の内の
15日間　実習校の指定による期日

実習校
オリエンテー
ション

５月１４日（木）以降実習開始までの期
間で実習校と日程調整を実習生長が行
う。

実習校オリエ
ンテーション

４月２３日（木）以降実習開始までの期
間で実習校と日程調整を実習生長が行
う。

総合インターンシップ 学部４年 P2
附属学校，協力
校

幼稚園専修教育実習 学部４年 L1P2
附属幼稚園，協
力園

保育実習Ⅰ 学部２年 P2 各保育園

保育実習Ⅱ 学部２年 P2 各施設

保育実習Ⅲ 各保育園

保育実習Ⅳ 各施設

特別支援学校教育実
習

大学院 L1P2
各特別支援学
校

学校支援フィールドワーク及
び関連科目

教職大学
院

P5 各協力校

○介護等の体験
区分 学年 単位 実施期間 事前指導 事後指導

介護等の体験
(特別支援学校)

学部１年
免Ｐ１年

－
９月７日（月）から１５日(火）の内の２日
間で実施する。

８月２８日（金）
１・２・限
講３０１

※ 学部・免Ｐ
を合わせて
指導する。

全体では行わ
ない。
記録の提出

介護等の体験
（社会福祉施設）

学部２年
免Ｐ２年

－
６月事前ガイダンス実施以降，翌年の２
月末を目途として、５日間の日程で実施
する。

６月３日（水）
５限　講３０１
※ 学部・免Ｐ

を合わせて
指導する。

全体では行わ
ない。
記録ノートと証
明書の提出

Ｌ１P4 各小学校

●学部３年
５月１３日（水）
３・４限 講３０１
８月２６日（水）
３・４限
２講２０２

●免Ｐ
５月１３日（水）
３・４限 講３０２
８月２６日（水）
３・４限 講３０２

平成２７年度教育実習実施計画
平成27年3月6日

教育実習委員会承認

実施期間

教育実地研究Ⅰ
（観察・参加）

学部１年
免Ｐ１年

L0.5
P0.5

６月１７日（水）午後半日
※柏崎市内６校で実施

９月３日（木）４日（金）の２日間の午前半日
※ １０協力園により実施

８月２７日（木）
 ３・４限

 　講３０１
※ 学部・免Ｐ

を合わせて
指導する。

９月１６日（水）
　　　 ３限

 　講３０１
※ 学部・免Ｐ

を合わせて
指導する。９月８日（火）９日（水）１０日(木）の３日間の１日

※ 小規模小学校９校で実施

●学部３年・
免Ｐ合同

６月３日（水）
３・４限 講３０１

●学部３年
９月２９日（火）
３・４限
２講２０２
●免Ｐ
９月２９日（火）
３・４限 講３０２

H２８年２月1２日（金）～２３日（火）の間の１０日間 別途設定

教育実地研究Ⅳ
（中等教育実習）

学部４年

免Ｐ３年
Ｌ１P4 各中学校

５月１１日（月）～６月１日（月）の内15日間　配属実習
校により異なる

４月１５日（水）
４月２２日（水）

 ３・４限
 ２講２０２

※ 学部・免Ｐ
を合わせて
指導する。

６月３日（水）
 ３・４限

 ２講２０２

※ 学部・免Ｐ
を合わせて
指導する。

９月～１１月（又は１２月）の間（週２～３日） 別途設定

１０月～１１月の間の１０日間 別途設定

教育実地研究Ⅲ
（初等教育実習）

学部３年

免Ｐ２年

体験先

８月７日（金）～８月３１日（月）の間　（１０日間） 別途設定

学部４年 P2 ８月１８日（火）～９月３０日（水）の間　（１０日間）
別途設定

別途設定

１０月～１１月の間の１０日間 別途設定

９月～１月の間の150時間 別途設定

注1)　「保育実習Ⅱ」及び「特別支援学校教育実習」は，介護等の体験を兼ねる。

第２回教育実習協力校（園）会議 平成２７年１２月　９日（水）１５：３０～１７：００ 講３０１教室他

特別支援学校（２日間）

各自、前年度に申し込んだ都
道府県の社会福祉施設（５日

間）

会議名 開催日程 場所

第１回教育実習協力校（園）会議 平成２７年　４月１５日（水）１５：３０～１７：００ 講３０１教室他

別添資料Ⅰ－２
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平 成 22 年 度 か ら 文 部 科 学 省 特 別 経 費 （ プ

ロ ジ ェ ク ト 分 ） 事 業 を 活 用 し 「 初 等 教 育

教 員 養 成 課 程 に お け る 科 学 的 リ テ ラ シ ー

の 育 成̶ 感 性 と 科 学 的 素 養 に 満 ち た 教 員

の 養 成̶ 」 に 取 り 組 ん で い ま す 。

　 こ の プ ロ ジ ェ ク ト で は 、 学 部 教 育 に お

い て 自 信 を も っ て 小 学 校 理 科 の 授 業 が 行

え る 指 導 技 術 を 習 得 さ せ る こ と と し て い

ま す 。

　 こ の 目 的 を 達 成 す る た め の さ ま ざ ま な

取 り 組 み の う ち 、 学 部 3 年 生 必 修 授 業 の

教 育 実 践 科 目 「 初 等 理 科 指 導 法 」 に お い

て 授 業 時 間 外 に 課 し て い る サ イ エ ン ス ・

パ フ ォ ー マ ン ス ・ ア ド バ イ ザ ー に よ る 小

学 校 に お け る 観 察 ・ 実 験 の 指 導 法 の 講 座

に つ い て 紹 介 し ま す 。

科 学 技 術 振 興 機 構 （ J S T ） が 平 成 20 年

に 実 施 し た 全 国 の 公 立 小 学 校 の 先 生 を 対 象

と し た ア ン ケ ー ト 調 査 に よ る と 、 小 学 校 の

約 半 数 の 先 生 が 理 科 の 指 導 に 苦 手 意 識 を

も っ て お り 、 7 割 近 い 先 生 が 理 科 の 指 導 法

や 観 察 ・ 実 験 に つ い て の 知 識 ・ 技 能 等 の 低

さ を 自 認 し て い る こ と が 明 ら か に な り ま し

た 。 さ ら に 、 指 導 法 や 観 察 ・ 実 験 に つ い て

「 も っ と 大 学 で 学 ん で お い た 方 が よ か っ た 」

と 感 じ て い る 先 生 は 8 割 を 超 え て い ま し た 。

本 学 で は 、 学 部 に お い て 、 自 然 系 コ ー ス

（ 理 科 ） の 学 生 だ け で な く 全 て の 学 生 が 、 理

科 の 観 察 ・ 実 験 を 十 分 に 体 験 し 、 自 信 を も っ

て 観 察 ・ 実 験 の 指 導 が で き る よ う に 、 平 成

22 年 度 よ り 「 観 察 ・ 実 験 パ フ ォ ー マ ン ス 講 座 」

を 実 施 し て い ま す 。

こ の 講 座 は 、 サ イ エ ン ス ・ パ フ ォ ー マ ン ス ・

ア ド バ イ ザ ー と し て 、 小 ・ 中 学 校 で 長 年 理

科 を 教 え て こ ら れ た 理 科 の エ キ ス パ ー ト の

先 生 方 を 講 師 に 迎 え 、 1 回 90 分 間 の 講 座 を

3 回 開 講 し て い ま す 。 1 回 の 講 座 は 最 大 10 人

ま で と い う 少 人 数 で 行 っ て い ま す の で 、 学

生 全 員 が 自 ら 観 察 ・ 実 験 を 体 験 し 、 理 科 の

問 題 解 決 能 力 を 高 め る こ と が で き ま す 。

ま た 、 1 回 の 講 座 で 5 種 類 以 上 の 観 察 ・

小 学 校 で 自 信 を も っ て 観 察 ・ 実 験 指 導 が で き る

教 員 の 養 成 ー 観 察 ・ 実 験 パ フ ォ ー マ ン ス 講 座 の 取 り 組 み ー

「 観 察 ・ 実 験 パ フ ォ ー マ ン ス

講 座 」 の 意 義

1

自
然
・
生
活
教
育
学
系

教
授
　
小
林
 辰
至

実 験 が 用 意 さ れ て お り 、 3 回 す べ て の 講 座

に 出 席 す る と 、 小 学 校 の 理 科 授 業 で 取 り 扱

う 観 察 ・ 実 験 の 多 く を 体 験 す る こ と が で き

る の で す 。

観 察 ・ 実 験 パ フ ォ ー マ ン ス 講 座 で は 、 表 １

（ 上 表 ） の よ う な 器 具 の 操 作 方 法 や 実 験 の 方

法 を 受 講 生 一 人 ひ と り が 体 験 し な が ら 、 「 小

学 生 に 効 果 的 に 教 え る に は ど の よ う に す れ

ば い い の か 」 を 考 察 し て い ま す 。

「 観 察 ・ 実 験 パ フ ォ ー マ ン ス

講 座 」 の 内 容

1
 液
体
の
加
 熱
 

10
0
m
L
の
水
を
量
り
取
り
、
ア
ル
コ
ー
ル
ラ
ン

プ
で
温
め
る
。

2
 水
溶
液
の
性
質
 

濃
塩
酸
を
希
釈
す
る
。
塩
酸
、
食
塩
水
、
石
灰
水

の
液
性
を
リ
ト
マ
ス
紙
と
B
T
B
溶
液
で
調
べ
る
。

3
 単
純
な
回
路
づ
く
り
 

豆
電
球
1
個
、
乾
電
池
1
個
、
導
線
1
本
で
豆

電
球
を
点
灯
さ
せ
る
。

4
 飽
和
食
塩
水
の
調
整
と

　
水
の
凝
固
点
の
測
定

飽
和
食
塩
水
を
作
る
。
氷
に
飽
和
食
塩
水
を
入

れ
、
試
験
管
の
中
の
水
温
変
化
を
測
定
す
る
。

5
 水
中
の
微
生
物
を
顕
微
鏡
で
観
察

プ
レ
パ
ラ
ー
ト
を
作
り
、
顕
微
鏡
で
観
察
す
る
。

1
回
目

1
 だ
液
の
は
た
ら
き
の
調
査
 

デ
ン
プ
ン
溶
液
を
用
い
て
、
体
温
と
同
じ
条
件
下

で
、
だ
液
の
は
た
ら
き
を
調
べ
る
。

2
 手
回
し
発
電
機
の
操
作

手
回
し
発
電
機
を
用
い
コ
ン
デ
ン
サ
ー
に
蓄
電

し
、
豆
電
球
と
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
の
点
灯
時
間
を

比
較
す
る
。

3
 酸
素
の
性
質
 

水
上
置
換
法
で
酸
素
を
集
気
ビ
ン
に
集
め
、
線

香
で
気
体
の
性
質
を
調
べ
る
。

4
燃
焼
後
の
酸
素
濃
度
の
調
査
 

集
気
ビ
ン
の
中
で
ろ
う
そ
く
を
燃
や
し
た
後
に
、

酸
素
が
残
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
気
体
検
知
管

で
調
べ
る
。

5
回
路
を
流
れ
る
電
流
の
大
き
さ

乾
電
池
の
直
列
・
並
列
回
路
を
つ
く
り
、
豆
電
球

の
明
る
さ
と
流
れ
る
電
流
の
大
き
さ
を
調
べ
る
。

6
 電
熱
線
に
よ
る
発
熱
の
比
較

直
径
の
異
な
る
電
熱
線
に
電
流
を
流
し
、
発
熱
の

違
い
を
調
べ
る
。

2
回
目

1
 金
属
と
酸
の
反
応
 

ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
と
ス
チ
ー
ル
ウ
ー
ル
に
希
塩
酸
を

注
ぎ
、
変
化
を
観
察
す
る
。
後
に
残
っ
た
物
質
が

金
属
で
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

2
 光
合
成
に
よ
る
デ
ン
プ
ン
の
確
認

葉
を
エ
タ
ノ
ー
ル
で
脱
色
す
る
か
、
た
た
き
染
め

を
行
っ
て
、
光
合
成
に
よ
っ
て
何
が
葉
に
作
ら
れ

た
か
を
調
べ
る
。

3
 地
層
の
で
き
方
 

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
内
で
粒
の
大
き
さ
の
異
な
る
も
の

が
ど
の
よ
う
に
堆
積
す
る
か
を
観
察
す
る
。

4
 火
山
岩
と
砂
岩
の
観
察
 

ル
ー
ペ
や
双
眼
実
体
顕
微
鏡
を
用
い
て
、
火
山
岩

や
砂
岩
、
火
山
灰
の
粒
な
ど
を
観
察
し
、そ
の
特

徴
を
記
録
す
る
。

5
 堆
積
岩
の
選
別
 

6
つ
の
岩
石
か
ら
3
種
の
堆
積
岩
を
選
び
出
し
、

名
前
を
つ
け
る
。

3
回
目 1

5

4
3

2

2 3 4 5

顕
微
鏡
の
操
作

酸
素
濃
度
の
測
定

地
層
の
で
き
方
の
観
察

希
塩
酸
と
ス
チ
ー
ル
ウ
ー
ル
の
反
応

不
溶
物
の
ろ
過

自
然
・
生
活
教
育
学
系

講
師
　
稲
田
 結
美

観 察 ・ 実 験 パ フ ォ ー マ ン ス 講 座 （ 全 ３ 回 ）表
1

特
集

気
体
検
知
管

JU
EN
  2

01
1 

 A
U

T
U

M
N

JU
EN

  2
01

1 
 A

U
T

U
M

N
5

4
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　 私 は 中 学 生 の 頃 か ら 理 科 を と て も 苦 手 に

感 じ て い ま し た 。 そ の た め 、 授 業 で 行 う 実

験 も 「 俺 が や り た い ！ 」 と 率 先 し て 発 言 す

る 男 の 子 に ほ と ん ど 任 せ て し ま っ て い ま し

た 。 実 験 器 具 の 使 い 方 は 分 か る の で す が 実

際 に 使 う 経 験 が 少 な か っ た た め 、 こ の 観 察 ・

実 験 パ フ ォ ー マ ン ス 講 座 に 対 し て 初 め は と

て も 不 安 に 感 じ て い ま し た 。

　 私 は 小 学 校 教 員 に な り た い の で す が 、 自

分 自 身 が 理 科 を 苦 手 に し て い る せ い で 、 自

分 の 教 え る 子 ど も た ち が 理 科 を 苦 手 に な っ

た り し た ら 、 子 ど も た ち の 将 来 の 可 能 性 を

狭 め て し ま う こ と に な り か ね ま せ ん 。 そ の

よ う な こ と に な ら な い よ う 、 前 々 か ら 理 科

に 対 す る 苦 手 意 識 を 克 服 し た い と 思 っ て い

ま し た 。 初 め は 不 安 だ っ た 観 察 ・ 実 験 パ

フ ォ ー マ ン ス 講 座 で し た が 、 先 生 方 が と て

も 親 切 で 丁 寧 に ご 指 導 し て く だ さ り 、 回 数

を 重 ね る ご と に 実 験 器 具 も 扱 え る よ う に な

り 、 実 験 に 対 す る 不 安 も 軽 減 し ま し た 。 私

は マ ッ チ が 上 手 く 擦 れ な い の で ア ル コ ー ル

ラ ン プ や ガ ス バ ー ナ ー に 火 を つ け る の に い

つ も 時 間 が か か り 、 た く さ ん 迷 惑 を か け て

し ま い ま し た が 、 マ ッ チ の 擦 り 方 か ら 教 え

て い た だ き ３ 回 の 観 察 ・ 実 験 パ フ ォ ー マ ン

ス 講 座 が 終 わ る こ ろ に は マ ッ チ も 上 手 に 擦

れ る よ う に な り ま し た 。

　 き っ と 私 と 同 じ よ う に 特 に 理 科 の 実

験 器 具 の 扱 い 方 に 対 す る 不 安 を 感 じ て

い る 方 も 多 い と 思 い ま す が 、 こ の 講 座

を 通 し て 以 前 よ り も 実 験 器 具 に 対 す る

抵 抗 感 が 軽 減 す る と 思 い ま す 。 教 師 に

な る た め に 、 と て も 意 義 の あ る 講 座 で

し た 。

ア ド バ イ ザ ー の

つ ぶ や き

　 気 体 検 知 管 で 酸 素 濃 度 を 測 り な が ら 「 小

学 校 の 時 こ れ や り た か っ た ん だ け ど 、 じ ゃ

ん け ん で 負 け て で き な か っ た ん で す 。 一 人 ず

つ 実 験 で き る な ん て い い で す ね 。 」 と 、 一 人

の 男 子 学 生 が 話 し て く れ ま し た 。

　 小 学 校 で は 、 ほ と ん ど が グ ル ー プ 実 験 で

す 。 そ の た め 実 験 器 具 に は 触 ら ず 、 見 て い た

だ け と い う こ と は 珍 し く な い と 思 わ れ ま す 。

　 「 理 科 は 苦 手 な の 」 「 実 験 の 指 導 な ん て 自

　 こ の 授 業 を 担 当 さ せ て い た だ い て 学 生 以

上 に 私 が 多 く を 得 て い る こ と を 感 じ ま す 。

　 ま ず 、 観 察 、 実 験 を 通 し て 、 学 生 の 皆 さ ん

が 学 習 者 と し て 喜 び を 率 直 に 表 出 す る と き

で す 。 こ の 事 業 と そ れ に 係 わ る 自 分 た ち が

在 る 意 義 を 実 感 し ま た 頑 張 ろ う と 思 い ま す 。

　 ま た 、 学 生 の 皆 さ ん が 回 を 重 ね る 内 に 学 習

者 の 視 点 か ら 授 業 者 、 指 導 者 、 理 科 の 経 営

者 の そ れ へ と 転 換 し て い く 姿 に 出 会 い ま す 。

目 的 を も っ て 学 ぶ 青 年 の 頼 も し さ を 覚 え ま

す 。

　 学 生 の 皆 さ ん の 寛 容 な 姿 勢 に 助 け ら れ る

こ と が あ り ま す 。 現 象 を 明 快 に 説 明 で き な

い と き な ど で す 。 不 明 を 恥 じ 、 同 僚 に 教 え

を 仰 ぎ 、 自 ら の 学 び と し て い ま す 。

　 私 は 観 察 ・ 実 験 パ フ ォ ー マ ン ス 講 座 を 通 し

て 、 な ぜ そ の 実 験 方 法 な の か 、 な ぜ そ の 観 点

で 観 察 す る の か な ど 、 本 質 的 な 部 分 を 学 ぶ こ

と が で き ま し た 。 小 学 生 の 頃 は 、 た だ 漠 然 と

目 の 前 に あ る 実 験 を こ な し 、 観 察 し 、 結 果 を

知 る と い う 過 程 を 繰 り 返 し て い ま し た 。 し か

し 、 教 え る 立 場 に な る に は 、 そ の 観 察 ・ 実 験

の 意 味 を 十 分 に 把 握 す る 必 要 が あ り ま す 。 意

味 を 知 る こ と で 、 児 童 の 観 察 ・ 実 験 へ の 意 欲

を 喚 起 し 、 理 科 へ の 興 味 を 湧 か せ る こ と に も

繋 が る と 思 い ま す 。

　 ま た 、 新 た な 発 見 も あ り ま し た 。 燃 焼 の 実

験 で は 、 ビ ン の 中 の 火 が 消 え た こ と は 酸 素 が

な く な っ た こ と を 意 味 し て い る と い う 理 解 を

し て い ま し た 。 し か し 、 気 体 検 知 管 で ロ ウ ソ

ク の 燃 焼 後 の ビ ン の 中 の 酸 素 を 測 る と 18 ％ 近

く あ り 、 酸 素 が あ っ て も 火 は 消 え る こ と に 気

づ か さ れ ま し た 。 こ の 講 座 を 通 し て 、 既 習 の

実 験 で も 違 っ た や り 方 を 学 ん だ り 、 新 し い 発

見 を し た り し ま し た 。 講 座 を 通 し て 得 た 理 科

指 導 に 必 要 な 知 識 や 技 能 を 更 に 向 上 さ せ 、 実

践 力 の あ る 教 師 を 目 指 し た い と 思 い ま す 。

講 座 に 参 加 し て み て 、

ど う で し た か ？

青 年 の 頼 も し さ

嬉 し か っ た 言 葉

学
部
3
年
　
社
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系
コ
ー
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井
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 さ
ん

公
立
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年
間
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成
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国
公
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学
校
38
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平
成
17
年
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退
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上
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市
在
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槇
嶋
 誠
太
郎

信 が な い 」 「 電 気 っ て よ く 分 か ら な い 」 等 々 、

初 め の 頃 不 安 そ う な 声 を た く さ ん 耳 に し ま

し た が 、 実 験 を 進 め て い く う ち に 、 い つ し か

聞 こ え な く な り ま し た 。 自 分 だ け の 力 で 取 り

組 む う ち に 、 不 安 が な く な っ た の で し ょ う 。

　 「 苦 手 だ と 思 っ て い た け れ ど 、 や っ て み た

ら 意 外 と 楽 し か っ た で す 。 」

　 あ る 女 子 学 生 か ら い た だ い た 嬉 し い 言 葉

で す 。

　 内 容 は 初 歩 的 な 器 具 の 操 作 や 小 学 校 段 階

の 観 察 実 験 で あ る が 、 実 際 に 自 分 の 手 で 行 っ

て み る こ と に 意 義 が あ る 。 マ ッ チ で 苦 戦 し

た り 、 ろ 過 す る た め の ろ 紙 を 折 る こ と が で

き な か っ た り し て い て も 、 ち ょ っ と し た ヒ

ン ト や 練 習 で 次 第 に で き る よ う に な っ て き

て い る 。

　 ま た 、 電 流 と 電 圧 の 測 定 に お い て 、 そ の

回 路 の 接 続 や 規 則 性 は と も か く と し て 、 「 電

流 、 電 圧 っ て 何 ？　 見 た こ と あ る ？ 」 「 豆 電

球 が 明 る く な っ た の だ か ら 、 何 か が 減 っ て

い る は ず だ よ 」 と 聞 く と 、 途 端 に 困 っ て し

ま う 。 こ こ ま で は 要 求 さ れ て い な い の で あ

る が 、 実 際 に 子 ど も は 質 問 し て く る 。 現 象

の 解 釈 に 科 学 の お も し ろ さ が あ る 。

　 「 実 際 に 自 分 で 行 っ た り 、 い ろ い ろ な 話 を

し た り し な い と 、 本 当 の 深 ま り も 新 た な 疑

問 も 生 ま れ て こ な い と 思 っ た 」 と い う 学 生

の 声 に 、 こ の 講 座 の よ さ が あ る 。

　
初
等
理
科
指
導
法
の
受
講
生
を
対
象
に
、
実
験
器
具

の
使
用
方
法
や
、
実
験
の
や
り
方
を
小
学
生
に
指
導
す
る

自
信
が
あ
る
か
ど
う
か
を
、「
観
察
・
実
験
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
講
座
」
の
実
施
前
後
に
質
問
紙
に
よ
っ
て
調
査
し
ま
し

た
。
こ
の
調
査
か
ら
、
受
講
前
に
は
小
学
生
に
教
え
る
自

信
を
も
て
な
か
っ
た
人
が
多
か
っ
た
も
の
の
、
受
講
後
に

は
大
き
く
改
善
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

◎
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
講
座
は
授
業
外
！
と
初
め
す
ご
く

ビ
ッ
ク
リ
し
た
が
、１
回
１
回
す
ご
く
楽
し
く（
私
は
小
学
、

中
学
の
時
あ
ま
り
積
極
的
に
実
験
に
関
わ
ら
な
か
っ
た

の
で
）
と
て
も
た
め
に
な
っ
て
有
意
義
で
良
い
時
間
だ
っ

た
と
思
っ
た
。
器
具
に
触
る
こ
と
が
で
き
て
受
身
に
な

ら
ず
と
て
も
良
か
っ
た
。

◎
元
々
、
理
科
は
嫌
い
な
教
科
で
、
正
直
す
ご
く
嫌
で

し
た
。
で
も
授
業
で
器
具
を
扱
っ
た
り
、
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
講
座
に
参
加
し
て
、
そ
の
苦
手
意
識
が
克
服
で
き

た
の
で
、
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

講
座
を
受
講
し
た
学
生
か
ら
は

以
下
の
よ
う
な
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
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上教大
掲示板

なんで
も

上越教育大学出版会から初の書籍
『教育管理職のための法常識講座』を刊行

北陸新幹線「上越妙高駅」開業記念イベントに
「マナーブ・デ・ジョーキョー先生」が登場

　平成27年3月14日（土）、15日（日）に開催された「上越
妙高駅開業記念イベント」で本学イメージキャラクター

「マナーブ・デ・ジョーキョー先生」の着ぐるみをお披露目
しました。

イベントには県内外から約85,000人が訪れ、駅の自由
通路にマナーブ・デ・ジョーキョー先生が登場すると、たく
さんのカメラのフラッシュを浴び、歓声に包まれました。
　また、マナーブ・デ・ジョーキョー先生は「ご当地キャラ
大集合」に参加し、上越のご当地キャラとともにイベント
を盛り上げました。
　当日は「出張! 学びのひろば」として「わくわくソリ作
り」、「わくわくスライム作り」等のブースを出展し、イベン
トに来場した小学生に楽しんでもらうとともに、上越教育
大学をアピールしました。

　平成27年4月24日（金）に上越教育大学における
研究内容・成果の公開を促進し、我が国の学術・教
育・文化の振興に寄与することを目的として設置さ
れた上越教育大学出版会（会長・佐藤学長）から、最初
の書籍を刊行しました。

書籍は生徒児童間の事件の概要、裁判所の判断を
整理し、学校側の判断の是非や被害の予見可能性、人
権侵害行為への対応の在り方等を確認できる内容で
あり、全国の学校現場で生かせるとともに研修資料
としても期待されます。

発売日前日に天野副学長と梅野教授による記者発表を行いました。

■書名
『教育管理職のための法常識講座』
～判決に学ぶ「いじめ」「体罰」「ネット」「虐待」「学級崩壊」への対応～

■著者
梅野正信大学院教授
■発売
エイデル研究所

からの修了生

八木 純
（やぎ じゅん）

新潟県上越市出身。新潟
県内の公立中学校で１５年
の勤務を経て、教科・領域
教育専攻自然系コース（理

科）へと進学し、平成２７年３月修了。ＣＳＴ（コア・
サイエンス・ティーチャー）養成プログラムを受講し、
認定。現在は上越市春日中学校に勤務するとともに、
上越理科教育センターの協力員として、小・中学校の
教員を対象に数多くの研修会を実施している。

新
潟
県
の
現
職
派
遣
と
し
て
自
然
系
コ
ー
ス

理
科
に
在
籍
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
物
理
・
化
学
・

生
物
・
地
学
・
理
科
教
育
に
関
す
る
専
門
的
な

知
識
や
教
育
法
を
先
生
方
か
ら
丁
寧
に
教
え
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
の
自
然
を
素

材
と
し
た
野
外
実
習
で
は
、
直
接
自
分
の
目
で

見
て
、
手
で
触
れ
、
感
じ
る
な
ど
の
体
験
的
活

動
を
通
し
て
、
フ
ィ
ー
ル
ド
に
お
け
る
指
導
法

を
学
ぶ
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
質
の

高
い
理
科
教
員
を
目
指
す
た
め
の
Ｃ
Ｓ
Ｔ
（
コ

ア
・
サ
イ
エ
ン
ス
・
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
）
養
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
も
受
講
し
、
社
会
教
育
施
設
・
新
潟

県
教
育
委
員
会
・
理
科
教
育
セ
ン
タ
ー
に
お
け

る
実
習
や
授
業
実
践
研
修
を
通
し
て
、
現
場
で

求
め
ら
れ
る
実
践
的
な
指
導
力
を
身
に
付
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
充
実
し
た

２
年
間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
理
科
の
指

導
に
対
す
る
自
信
が
高
ま
っ
た
と
実
感
し
て
い

ま
す
。

現
在
、
私
は
Ｃ
Ｓ
Ｔ
の
資
格
を
生
か
し
て
、

上
越
市
立
春
日
中
学
校
の
教
員
と
上
越
理
科
教

育
セ
ン
タ
ー
の
協
力
員
を
兼
任
し
て
い
ま
す
。

午
前
中
は
理
科
教
員
と
し
て
生
徒
を
相
手
に

授
業
を
行
い
、
午
後
は
理
科
教
育
に
関
す
る

研
修
会
を
企
画
・
実
施
し
て
、
参
加
さ
れ
る

先
生
方
と
一
緒
に
理
科
の
指
導
力
を
高
め
て

い
ま
す
。
研
修
会
で
使
う
テ
キ
ス
ト
の
作
成

や
児
童
生
徒
に
有
効
な
教
材
・
指
導
法
の
開

発
は
大
変
で
は
あ
り
ま
す
が
、
参
加
さ
れ
た

先
生
方
か
ら
「
と
て
も
た
め
に
な
り
、
参
加

し
て
良
か
っ
た
。」、「
明
日
か
ら
す
ぐ
に
で

も
使
い
た
い
。」
な
ど
と
い
う
感
想
を
い
た
だ

い
た
と
き
は
本
当
に
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

今
後
は
、
Ｃ
Ｓ
Ｔ
と
し
て
資
質
を
さ
ら
に
高

め
る
と
と
も
に
、
大
学
院
で
学
ん
だ
こ
と
や

他
の
地
区
理
科
教
育
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
で

得
ら
れ
た
知
識
を
新
潟
県
の
理
科
教
育
に
還

元
で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

理
科
教
育
セ
ン
タ
ー
協
力
員
と
し
て

果
た
す
べ
き
役
割
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日本産業技術教育学会学会賞について

　日本産業技術教育学会では、本会細則により以下の各賞を授与している。

【功績賞】
・本会に対して特に功績のあった者に与える。（1990年に功労賞から功績賞に変更，19991年度

から適用）
【功労賞】
・本会の運営に対して特に多大の功労があった者に与える。(1981年度より実施）

【論文賞】
・特に優れた研究をなし，その業績を本会会誌に発表した者に与える。(1981年度より実施）

【奨励賞】
・主として小学校・中学校・高等学校・中等教育学校等の教員で，優れた研究をなし，本会会誌に

発表した者に与える。なお，若手研究者を対象とする際は，所属を問わないものとする。(1981年度
より実施） 
【優秀研究発表賞】
・全国大会で優秀な発表を行った者に与える。ただし，大学院・大学・短期大学・高等専門学校・

大学校の教員が対象者の場合は，全国大会開催年度の 3 月末に 37 歳以下であることとする。
(2011年度より実施）

学会賞の選考方法

　理事会内に会長を委員長とする学会賞選考委員会を設け，受賞者を決定する。論文賞，奨励賞及び
優秀研究発表賞の受賞候補者については，予め常任編集委員会に推薦を依頼する。

受賞者一覧（敬称略）

【優秀研究発表賞】については、全国大会優秀研究発表賞のページに記載します。

西暦 功績賞 功労賞 論文賞 奨励賞

2014

水谷好成（宮城教
育大学），
坂口謙一（東京学
芸大学）

・小松康一（上越市立稲田
小学校），東原貴志（上越
教育大学），中村浩士（上
越教育大学・院生）　受賞
論文：「木材の生産」を取
り入れた技術教育の提案と
授業実践

山尾英一（大阪市
立泉尾工業高等学
校）
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大学院学校教育研究科コース名称変更等のお知らせ

上越教育大学では，平成28年4月から大学院学校教育研究科の機能強化を図るため，各専攻のコースの教

育内容を見直すことにより，コース名称を変更することに併せて，募集人員も変更します。

この変更は，現職教員研修を中核とした教員養成・研修のモデル大学として，地域及び全国の教員養成・

研修を牽引するため，修士課程の実践的課題解決に資する研究指導体制の構築，教職大学院の機能強化・拡

充を主な目的としています。

平成28年度の入学者募集は，下記の教育組織移行図に沿って行います。

大学院学校教育研究科の教育組織移行図

修士課程

学校教育専攻

平成27年度〔120人〕 平成28年度〔116人〕

・学校臨床研究コース (学習臨床研究) ・グローバル･ＩＣＴ･学習研究コース〔34人〕

〔70人〕 (生徒指導総合・ ・道徳･生徒指導コース〔12人〕

学校心理) ・教育連携コース〔22人〕

・臨床心理学コース〔18人〕 ・臨床心理学コース〔18人〕

・幼児教育コース〔７人〕 ・幼年教育コース〔５人〕

・特別支援教育コース〔25人〕 ・特別支援教育コース〔25人〕

教科・領域教育専攻

平成27年度〔130人〕 平成28年度〔124人〕

・言語系コース〔25人〕(国語，英語) ・言語系教育実践コース〔25人〕(国語，英語)

・社会系コース〔23人〕 ・社会系教育実践コース〔21人〕

・自然系コース〔27人〕(数学，理科) ・自然系教育実践コース〔25人〕(数学，理科)

・芸術系コース〔27人〕(音楽，美術) ・芸術系教育実践コース〔25人〕(音楽，美術)

・生活･健康系コース〔28人〕 ・生活･健康系教育実践コース〔28人〕

(保健体育，技術，家庭，学校ヘルスケア) (保健体育，技術，家庭，学校ヘルスケア)

専門職学位課程(教職大学院)

教育実践高度化専攻

平成27年度〔50人〕 平成28年度〔60人〕

・教育実践リーダーコース〔30人〕 ・教育臨床コース〔40人〕

・教育経営コース〔20人〕(注1)
・学校運営リーダーコース〔20人〕

（１年制プログラム）(注2)

〔 〕は入学定員等を示します。

（注1） 教育経営コースの入学資格は，教育職員免許法による幼稚園，小学校，中学校，高等学校の教諭

若しくは養護教諭の専修免許状，一種免許状又は二種免許状を有する者であって，初等中等教育に

おける10年以上の教職経験を有するもの又はそれに準ずる社会経験を有すると認められるものです。

（注2） 現職教員としての経験年数や資質を考慮して１年で修了できる短期履修プログラムです。

対象者は，入学前に小学校等の教員としての実務の経験を15年以上有し，かつ，主任としての

実務経験等を有するものです。専門職学位課程（教職大学院）については，教員の免許状授与の所

要資格を得させるための課程の認定を文部科学省に申請中であり，審査の結果，開設時期が変更と

なる可能性があります。

【1】
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17 １年制プログラム（専門職学位課程 教育経営コース）

(1) １年制プログラムとは
本学大学院専門職学位課程（教職大学院）の教育経営コースにおいて，現職教員としての経験年数や

資質を考慮し，入学前の教員としての実務経験等に相当する業績を単位認定することにより，実習科目
の一部を履修したものとみなし，１年間で修了することを可能とするものです。

(2) 申請資格
幼稚園，小学校，中学校，高等学校，中等教育学校及び特別支援学校の副校長，副園長，教頭，主幹

教諭，指導教諭，教諭，助教諭，養護教諭，養護助教諭及び講師（常勤の者に限る。）としての実務の
経験を15年以上（平成28年4月1日現在）有し，かつ次の①又は②のいずれかに該当する者です。

① 教務その他の教育に関する業務についての連絡調整及び指導助言に当たり，教育業務

連絡指導手当の支給を受ける主任又はこれに準ずる者としての合わせて２年以上の実務

経験を有するもの

② 校長，園長，副校長，副園長，教頭，主幹教諭，指導教諭，指導主事，管理主事又は

これに準ずる者としての１年以上の実務経験を有するもの

(3) 申請方法
次の①から③の書類に必要事項を記入し，大学院の入学試験の出願書類に同封し，提出（申請）して

ください。

① １年制プログラム履修申請書・実習科目単位認定申請書

② 主任等としての在職期間・職務内容に関する証明書

③ 教育実践レポート

(4) 申請期間
中期及び後期の各募集とも，本学大学院の出願期間と同じ期間です。

(5) 履修可否の審査方法
大学院の入学試験とは別に，提出された申請書類に基づき，口頭試問により履修の可否を判定します。

なお，口頭試問については，大学院の入学試験における口述試験終了後，引き続き実施します。

(6) 履修許可者の発表

中期募集 平成27年12月10日(木) 午前10時

後期募集 平成28年３月17日(木) 午前10時

本学大学会館内の掲示板に履修許可者の受験番号を発表するとともに，履修認定通知書を大学院合格
通知書に同封して郵送します。

また，同日正午から約１週間，本学のホームページ(http://www.juen.ac.jp/)上で履修許可者の受験
番号を掲載します。これは，情報提供の一環として行うものであり，その安全性を保障することはでき
ませんので，必ず履修認定通知書で確認してください。

不許可となった場合は，１年制プログラムを履修できなくなり，大学院の修了は標準履修年限の２年

となります。

※履修可否に関しての電話等による問い合わせには，お答えできません。

(7) １年制プログラムについての問い合わせ先

上越教育大学 教育支援課教務支援チーム
電話 025-521-3275 E-mail：kyosien@juen.ac.jp

【2】



平成25年10月21日 第39回カリキュラム企画運営会議

都道府県教育委員会と上越教育大学との情報交換会における

大学院カリキュラムについての意見聴取結果の分析

担当 廣瀨 裕一

１．調査方法

「平成 24年度 都道府県教育委員会と上越教育大学との情報交換会」（平成 24年 12月 2
日(日)13:00 ～ 15:00、上越教育大学大会議室にて開催）において、派遣等現職教員の研
修成果や修了生の動向を踏まえた本学大学院カリキュラムへの意見等を聴取した。なお、

教育委員会からの参加者には、事前に意見聴取する旨を文書で伝えておいた。

２．聴取意見等の概要

カリキュラムについては、工夫して取り組まれている（福島県）などと評価する意見が

多く、ＣＳＴ（コア・サイエンス・ティーチャー）養成プログラムについては、特別支援

教育の部門と並んでとくに助かっている（新潟県義務教育課）、プログラム内容が充実し

ており、是非とも継続してほしい（新潟市）などと高く評価された。

教職大学院の学校支援プロジェクトについては、「理論と実践の往還」をしっかり実行

している（東京都）、高校教員にとって中学校での実習が非常に参考になっている（新潟

県高校教育課）、実践的な学びができる（新潟市）、非常にありがたく現場を通した学び

の場を継続してほしい（長野県）などと高く評価された。

なお、学校支援プロジェクトに関しては、新潟県義務教育課から、上越・妙高・糸魚川

以外の市町村にも協力校を設けてもらえるのは大変ありがたいという発言があったが、中

越・下越地区や県外の連携協力校の数は地理的条件などから必ずしも増えていないのが実

情であり、平成 25 年度においても連携希望書が提出されていた新潟市の小学校が最終的
に連携協力校になれなかった例がある。調整の在り方を含めて、今後の課題である。

［参考資料］

別紙１ 平成２４年度 都道府県教育委員会と上越教育大学との情報交換会の主なテーマ

について（依頼）

別紙２ 平成２４年度 都道府県教育委員会と上越教育大学との情報交換会議事要旨

別添資料Ⅰ－２
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教職大学院修了生の活躍状況 

修了年度 勤務先 職名 備考 

平成 21年度修了生 長岡市立中野俣小学校 教頭 平成 27年度～ 

〃 新潟県教委・高等学校教育課 指導主事 平成 26年度～ 

〃 見附市立見附特別支援学校 主幹教諭 平成 27年度～ 

〃 上越教育大学附属小学校 主幹教諭 平成 25年度～ 

長岡市教育センター 指導主事 平成 22年度～ 

〃 長岡市立青葉台中学校教頭 教頭 平成 25年度～ 

長岡市立黒条小学校 教頭 平成 27年度～ 

平成 22年度修了生 上越市立城西中学校 教頭 平成 27年度～ 

〃 上越市立下黒川小 教頭 平成 27年度～ 

〃 上越市立大手町小学校 主幹教諭 平成 27年度～ 

平成 23年度修了生 長岡市立阪之上小学校 主幹教諭 平成 27年度～ 

〃 伊勢崎市教委・生涯学習課 係長 平成 26年度～ 

〃 新潟大学教育学部附属長岡中学校 指導教諭 平成 27年度 

〃 糸魚川市立糸魚川中学校 
教諭 
H27学力向上専門監（数学） 

平成 27年度～ 

平成 24年度修了生 浜松市教育委員会学校教育部指導課 平成 27年度～ 

〃 新潟県教委・生涯学習推進課 主事 平成 25～26年度 

〃 名古屋市教育センター 
名古屋市教育課程編成委員 

名古屋市道徳研究会研修部部長 

平成 25年度修了生 新潟県立教育センター 長期研修員 平成 27年度～ 

連携協力校の受入担当者（修了生） 

実施年度 連携協力校名 職名 受入担当教員 

平成 27年度 上越市立中郷中学校 教諭 平成 24年度修了生 

平成 27年度 上越市立清里中学校 教諭（研究主任） 平成 23年度修了生 

平成 27年度 上越市立直江津南小学校 教諭（研究主任） 〃 

平成 27年度 長岡市立堤岡中学校 教諭（教務主任） 〃 

平成 26～27 年度 妙高市立斐太北小学校 教諭（教務主任） 〃 

平成 26年度 上越市立明治小学校 教諭 〃 

平成 25年度 上越市立大手町小学校 教諭（研究主任） 平成 22年度修了生 

平成 24～25 年度 上越市立保倉小学校 教諭 〃 

平成 24年度 長岡市立栃尾東小学校 教諭 平成 21年度修了生 
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